
寺社を巡る会         活 動 記 録 書  

開 催 日： 

   令和 7年 11月 27日(木） 天候 晴のち曇 

開催テーマ： 令和 7年度バス探訪             

「紅葉の甲州に武田家ゆかりの寺を訪ねる」 

開催場所：山梨県甲州市 記 入 者：中村 猛次 

参加人数： ３6名（会員 23名、準会員 2名、ビジター11名） 

実施内容（実施の項目、方法、効果・成果、宿題 など）： 

コース：能見台(出発)7:30＝港南台 IC＝横横道路＝横浜町田 IC＝東名高速(海老名 SA)＝御殿場 IC 

   ＝東富士五湖道路＝中央高速(谷村 SA)＝天目山栖雲寺＝景徳院＝恵林寺(昼食信玄館・拝 

   館)＝勝沼 IC＝中央高速(談合坂 SA)＝圏央道＝東名高速(海老名 SA)＝横横道路＝港南台  

        IC＝能見台 18:50(解散) 

 

 能見台を予定の 7 時 30 分に出発する。圏央道が事故のため渋滞しており、状況によってはコー

ス変更を考えるとガイドさんより伝えられる。予定では東名高速から圏央道さらに中央高速で大月

IC を経て現地に向かう予定であったが、事故の影響が大きいと判断し、東名高速を御殿場まで行き

須走から東富士五胡道路で大月 ICを経て甲州市に。 

 東名高速から冠雪の富士山を見ることも出来ましたが、コース変更したおかげで静岡県側の須走、

富士吉田、河口湖から素晴らしい冠雪の富士山を見ることが出来ました。東名高速海老名 SA で１

５分、中央高速谷村 SA で 10分のトイレ休憩をとり、天目山栖雲寺には 10時 45分に到着。 

 天目山栖雲寺(甲州市大和町木賊)は天目山標高 1,050m に位置する臨済宗建長寺派の寺院で、貞

和 4年(1348年)業海本浄(ごっかいほんじょう)によって開山された禅寺です。業海は元(中国)へ渡

り杭州天目山の中峰明本のもと修行し、杭州の天目山によく似た場所を生涯の修行道場として寺を

開きました。庭園は巨岩が重なり合った重厚で神秘的な景観で、単なる庭園ではなく座禅修行のた

めの神聖な場所です。今回当初計画になかった住職のお話をお聞きすることが出来ました。住職は

建長寺に在職の方で、鎌倉在住で半分は建長寺にお勤めのこと。開山の縁起や武田家との関り、蕎麦

切り発祥のお話、宝物館のご案内をいただきました。標高が高いこともあり、気温が低くやや寒かっ

たですが、遠く開けた風景は絶景でした。栖雲寺を 11 時 50 分に出発、山を下ること約 10 分の

ところにある景徳院に 12 時に到着。 

 景徳院(甲州市大和町田野)は曹洞宗の寺院。武田勝頼が、織田信長・徳川家康の連合軍との戦いに

敗れ、天正１０年(1582 年)3月 11 日、勝成(37歳)、北条夫人(19 歳)、信勝(16歳)が自刃し、

約 50 名がこの地で最期を迎えた。その後、徳川家康によって勝頼及びその家臣一同の菩提を弔う

ため田野寺が建立され、後に武田勝頼の法号である「景徳院」を寺号とした。県の文化財に指定され

ており、勝頼の宝篋印塔、北条夫人・信勝の五輪塔が配置された立派なお墓、勝頼の辞世の句を記し

た石碑など見学した。景徳院を 12時 40分に出発、13 時 15分恵林寺着。 

 到着後恵林寺道向かいにある信玄館で昼食及び買い物。昼食は甲州名物の「ほうとう」と「甲州ポ

ークのしゃぶしゃぶ」をいただき、恵林寺を拝観。 

恵林寺は武田信玄の菩提寺で元徳 2 年(1330 年)甲斐国の守護職であった二階堂貞藤が開山、臨

済宗妙心寺派の寺院。快川招喜が燃え盛る山門の上で火中に身を投じ、「心頭滅却すれば火も自ずか

ら涼し」と詠まれた三門を背景に全員で写真撮影。通称赤門と言われる四脚門、本堂ではうぐいす廊

下を通り、信玄を模して等身大に造られた不動明王の武田不動尊、国指定名勝となっている夢窓国

師が築庭した庭園等を鑑賞。文化財も多くまた、紅葉もあって荘厳かつ景観の素晴らしい寺院でし

た。15 時 10分恵林寺より帰路に。 

ガイドさんの豊富な知識と楽しい語りで車内は終始和やかな雰囲気でした。また、帰りはほど良

い疲れと、ほど良い酔いに余韻を楽しみながら、予定を 30分程遅れて無事帰着。 

参加者の状況・意見など 

武田家ゆかりの 3 寺院、冠雪の富士山、紅葉、ガイドさんの案内、どれも素晴らしくまた、後半

は曇りがちであったが、天候にも恵まれ絶好のバス探訪であった。事故もなくクマに遭遇すること

もなく、全員無事に帰着できたのは何よりでした。 

次回の予定：   

・令和 7年 12月 4日(木)10時 京急汐入駅 テーマ横須賀中央地区の社寺を巡る 

・令和 8年 1月 9日(金)10時 金沢八景駅 テーマ六浦の古刹住職のお話を聞く 

 

 


